


エ
ッ
セ
イ

岐
車
で
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、
富
山

県
は
す
ぐ
隣
の
土
地
で
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
富
山
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
人
は
、
縁
が
あ

っ
て
初
め
て
生
涯
の
土
地
に
出
会
う
。
血

縁
な
ど
ほ
と
ん
ど
当
て
に
は
な
ら
な
い
。

士山
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
自
『
分
の
魂
の
在
り

か
を
求
め
て
、
人
は
さ
ま
よ
う
。
私
は
未

だ
に
生
ま
れ
た
岐
阜
の
こ
と
も
よ
く
知
ら

な
い
の
で
あ
る
。
十
八
才
の
時
に
上
京
し

て
遊
学
を
始
め
て
以
来
、
私
に
は
定
住
し

て
い
る
実
感
は
な
い
。

日
本
が
戦
争
に
敗
れ
た
日
か
ら
、
私
の

術
連
は
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
番
に
見
た
か
っ
た
の
は
日
本
ア
ル
プ
ス

の
山

々
だ
っ
た
。
私
の
住
む
町
は
空
襲
で

灰
塵
と
な
っ
て
い
た
。
人
々
の
顔
が
険
し

J

く
、
私
に
は
騒

が
し
い
世
界
で

あ
っ
た
。
清
浄

な
空
間
を
夢
み

て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。
後
で
、

登
山
家
と
い
う

の
は
社
会
生
活

か
ら
逃
避
し
た

人
々
の
こ
と
だ
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と
ズま
ひ
抗出

は
ば
た
け
d
さ
な
大
女
優
/
映
画
「風
の
又
三
郎
」
で
か
り
ん
役
を
演
じ
た

早

勢

美

里
さ
ん

映

画

監

督

と
教
え
ら
れ
た
が
、
敗
戦
の
衝
撃
で
私
も

隠
遁
を
求
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

上
高
地
に
入
り
、
槍
ヶ
岳
に
登
り
、
穂
高

連
峰
を
縦
走
し
、
い
つ
し
か
立
山
剣
岳
の
山

塊
の
中
に
い
た
。
雄
大
な
長
次
郎
や
平
蔵

の
(〈
口
で
の
グ
リ
セ
|
ド
の
ス
リ
ル
に
心
を

奪
わ
れ
、
山
を
降
り
た
ら
、
そ
こ
に
富
山
の

総
曲
輸
が
あ
っ
た
。
見
慣
れ
た
岐
車
と
は
違

っ
た
風
情
を
初
め
て
発
見
し
た
町
で
あ
る
。

山
で
飢
え
て
い
た
の
で
、
富
山
の
町
で

食
べ
た
味
は
強
く
甘
美
な
想
い
出
と
な
っ

た
。
そ
の
喜
び
を
再
度
求
め
て
、
今
度
は

富
山
か
ら
剣
岳
に
入
山
し
た
。
美
女
平
か

ら
長
い
坂
を
四
十
キ
ロ
も
あ
る
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
登
っ
た
。
称
名
滝
の
轟
音
を

聞
き
な
が
ら
、
山
の
神
の
怒
り
を
恐
れ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
苦
し
い
坂
が
、
や
が
て
パ
ス
で
楽

楽
と
通
過
で
き
て
弥
陀
ヶ
原
ま
で
ア

ッ
と

い
う
ま
に
行
け
る
と
知

っ
た
時
は
、
本
当

に
騎
ら
れ
た
と
思

っ
た
。
「燃
ゆ
る
若
者
た

ち
」
と
い
う
山
岳
映
画
を
立
山
で
口
ケ
し

よ
う
と
企
画
し
た
の
は
、

，
そ
の
知
ら
せ
を

聞
い
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が

富
山
県
で
初
め
て
撮
影
し
た
作
品
で
あ
る
。

富
山
駅
の
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
岩
下
志

麻
が
慌
た
だ
し
く
帰
京
す
る
場
面
を
撮
影

し
た
記
憶
が
あ

る
。
そ
の
時
に

は
、
こ
の
女
性

が
私
の
妻
に
な

る
と
は
少
し
も

考
え
な
か

っ
た
。

次
は
坂
東
玉

三
郎
丈
と
「
夜

叉
ヶ
池
」
の
口

ケ
を
砺
波
の
山

中
に
あ
る
縄
ケ

池
で
敢
行
し
た
。

泉
鏡
花
の
描
く

神
妙
な
世
界
が
、

富
山
の
南
の
空

に
扉
風
の
よ
う

に
切
り
立
つ
山

脈
の
閣
の
中
に

秘
匿
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
年
は
「
少
年
時
代
」
で
富
山

平
野
や
海
辺
に
住
む
人
々
の
物
語
を
撮
影

し
て
い
右
。
高
岡
市
出
身
の
藤
子
不
二
雄

⑧
氏
の
作
品
を
通
じ
て
、
氏
と
深
い
友
情

を
結
ぶ

こ
と
に
な

っ
た
。
私
の
映
画
人
生

の
中
で
、
こ

れ
ほ
ど
強
い
縁
を
結
ん
だ
土

地
が
あ

っ
た
ろ
う
か
と
、
富
山
の
こ
と
を

不
思
議
に
思
う
日

々
で
あ
る
。

昨
年
三
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
風
の
又
三
郎
」
で
ヒ
ロ
イ
ン
の
か
り
ん
役
を

演
じ
た
早
勢
美
里
ち
ゃ
ん
。
た
だ
い
ま
、
富
山
市
桜
谷
小
学
校
の
六
年
生
、
体
は

ま
だ
小
さ
い
け
れ
ど
、
今
か
ら
が
期
待
さ
れ
る
大
型
女
優
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
た
ま
た
ま
東
京
で
あ

っ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
た
こ
と

か
ら
。
「
た
だ
記
念
に
と
思

っ
て
応
募
し
た
の
が
通
っ
ち
ゃ
っ
て
。
も
う
信
じ
ら
れ
な
い

や
ら
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
役
者
の
勉
強
な

ん
か
し
た
こ
と
な
か

っ
た
し
、
ほ
ん
と
に
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
り
ま

し
た
U

特
に
、

『
風
の
又
三
郎
』
で
は
片
耳
が
不
自
由
な
女
の
子
と
い
う
難
し
い
役

だ

っ
た
だ
け
に
、
「
無
我
無
中
で
、
監
督
の
指
示
に
従

っ
て

一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」

と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

美
里
ち
ゃ
ん
に
は
、
初
め
て
づ
く
し
の
映
画
体
験
で
し
た
が
、
映
画
に
出
て
よ
か

っ
た
の
は
、
あ
こ
が
れ
の
俳
優
さ
ん
に
会
え
た
こ
と
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん
が

な
お

っ
た
こ
と
。
映
画
に
出
る
前
ま
で
は
、
ず

っ
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん
だ
っ
た

と
い
う
美
里
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
両
親
と
離
れ
て
三
か
月
の
問
、
同
じ
子
役
の
子
や
ス

タ
ッ
フ
と
暮
ら
し
た
体
験
で
す

っ
か
り
な
お

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
二
月
二
十
日
に

『光
れ
隻
眼

0

・
0

6
』
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
の
で
是
非

見
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
美
里
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
今
度
は
目
の
不
自
由
な
役
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
と
か
。
映
画
に
続
き
体
の
不
自
由
な
役
を
演
じ
る
わ
け
で
す
が
、
ほ

ん
と
は
い
た
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
。
家
で
は
サ
ラ
ダ
も
作
る
し
、
コ
ロ

ッ
ケ
も
作

る
と
い
う
家
庭
的
な
女
の
子
で
も
あ
り
ま
す
。

今
度
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

『う
ち
の
子
に
か
ぎ

っ
て
』
に
出
て
く
る
よ
う
な
元

気
な
女
の
子
の
役
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
目
下
の
希
望
。
み
ん
な
に
親
し

ま
れ
る
女
優
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



『
熱
き
ま
な
ざ
し
』い
よ
い
よ
放
映

砺
波
市
を
舞
台
に
し
た

N
H
K
ド
ラ
マ
「
熱
き
ま
な
ざ

し
」
が
い
よ
い
よ
三
月
下
旬
か
ら
放
映
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
二
月
十
二
日
、
砺
波
職
業
セ
ン
タ
ー
と

N

H

K
富
山
放
送
局
で
主
演
の
村
上
弘
明
さ
ん
を
交
え
て
の
完

成
試
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
は
主
人
公
が
二
十
三
年
間
別
れ
て
い
た
父
親
に

高
校
野
球
を
通
し
て
挑
む
男
の
愛
憎
を
、
砺
波
の
華
や
か

な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
背
景
に
描
い
た
も
の
で
す
。
父
親
役

の
田
村
高
贋
さ
ん
、
村
上
弘
明
さ
ん
が
父
子
の
確
執
を
好

演
。
本
県
出
身
の
野
際
陽
子
さ
ん
、
梅
津
栄
さ
ん
他
、
小

西
博
之
さ
ん
、
岡
安
久
美
子
さ
ん
ら
も
ド
ラ
マ
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
会
見
し
た
、
村
上
さ
ん
は
「
監
督

と
い
う
役
柄
上
、
動
き
が
少
な
く
表
現
に
苦
労
し
た
が
、

全
体
的
に
は
シ
ナ
リ
オ
通
り
納
得
の
い

く
演
技
が
で
き
た
」

と
満
足
気
。
制
作
し
た

N
H
K
側
で
も
「
高
校
野
球
と
い
う

舞
台
を
借
り
て
、
男
の
リ
リ
シ
ズ

ム
と
父
親
の
復
権
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
内
容
だ
と
思
う
」
と
自
信
を
見
せ
て
い
ま
す
。

「
熱
き
ま
な
ざ
し
」
は

一
回
四
十
五
介
聞
の
枠
で
毎
週
月

h
曜
日
放
送
の
四
回
シ
リ
ー
ズ
。
村
上
さ
ん
ら
は
熱
き
ま
な

ぎ
し
で
ド
ラ
マ
を
見
て
ほ
し
い
と
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

2 

県
政
世
論
調
査
は
、

な
関
心
や
期
待
を
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
し

皆
さ
ん
が
県
政
や
日
常
の
問
題
に
ど
の
よ
う

県
政
推
進
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
特
に
平
成
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
県
民
総
合

計
画
に
県
民
の
意
見
、
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

県
内
の
成
人

男
女
千
二
百
人
を
対
象
に
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

(
回
収
率
は
七
十
五
%
で
九
百
人
)

3 

そ
の

一
部
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
調
査
項
目
〉

山
県
民

ニ
l
ズ

ω意
識
調
査

ア
、
幻
世
紀
の
富
山
県

イ、

若
者
の
定
着
、
流
入

ウ
、
自
主
的
な
参
加
活
動

エ、

余
暇
活
動

オ
、
情
報
化
社
会

カ
、
国
際
化

キ
、
技
術
革
新

ω県
政
へ
の
要
望

(1lvu事叫ち
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福祉施設の充実

在宅福祉の充実

失業の不安のない職場

川
以
は
A
I
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
。
今
川
の
調
査
で
は
①
生
活
環

境
②
家
族

・
地
域
③
余
暇

・
消
費
④
雇
山
⑤
教
育

・
文
化
⑥
健
康

・
悩
社

存
分
肝
のん
什
訂
五
十
項
目
に
つ
い
て
県
民

ニ
l
ズ
を
探
リ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
表
の
と
お
り
「
物
価
の
抑

制
」
が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
が
、
高
齢
社

会
に
向
け
て
「
高
齢
者
、
身
障
者
の
就
業
」

や
「
失
業
の
不
安
の
な
い
職
場
」
と
い

っ
た

雇
用
-
分
野
の
ほ
か
、
「
老
人
・
樟
害
者
の
た
め

の
街
づ
く
り
」
「
福
祉
施
設
の
充
実
」
な
ど
の

健
康
・
福
祉
分
野
、
ま
た
交
通
事
故
急
増
に

対
す
る
不
安
か
ら
「
交
通
安
全
の
確
保
」
な

ど
の
生
活
環
境
-分
野
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

く
な

っ
て
い
ま
す
。

問

-Aフ後
、
自
由
時
聞
か
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
余
暇
の
時
代
は
ど

う
な
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

-余暇活動

I頁

答

1.6 

単位(%)

そ J思わ|無
ぅ |わか

思な:I ~ 
つ i 、

73.3110.9114.3 

主E答

思わないわからなLそう思う目

1.2 

23.2144.9129.61 2.0 

1 .7 

75.21 9.0114.6 

33.6140.8123.9 

1.9 

1.8 

49.1121.3127.312.3 

I .7 

28.1137.6132.212.1 

44.8131.1122.2 

22.7149.9125.6 

40.1129.0129.2 

1.4 30.2129.1139.0 NO.IOボランティア活動などに取り組む

余暇活動の将来像では、「親しい友達等と過ごす時間を増やすJを挙げる人が最

も多く、 「自然環境に恵まれた場所でリフレッシユ」が続いています。

「ボランティ ア活動」に対しては、 全般的に関心は低く、 独身期ではその低さが

著しくなっています。

No. I自然環境に恵まれた場所で心身をリ } ・・ ・.........-.--.-千つ

フレ ッシュさせる i 

NO.2親しい友達や趣味仲間と過ごす時間卜

を増やす [ 

NO.3通信で都市と連絡をとりながら、農ト

村 ・高原などに住む 1 

NO.4遊園地やレジャーランドなど娯楽施1...
設で過ごす | 

同期休暇を利用して海外などへ行 くl
NO.6自由時間にできる仕事をもうひとつ 卜:-:-:-:-:-:-:-

増やしてお金を稼 ぐ | 

NO.7各種の健康医療施設での保養や健康 卜・.・

づくりに取り組む | 

NO. 8 音楽 ・ 絵画・工芸などの芸術活動に I:':':':':':':': ' :':':': ，:，:~ーー
取り組む | 

NO.9大都市のファ ッション ・文化などをじ .

楽しむ 「

問・21世紀の初めには富山県がどのように変わっていると思いますか。岡田どのように国際化か進展するのが望ましいと思いますか。

No. 1様々なニューメディアが登場し、高 [

度な情報社会となる [ 

NO.2先端産業が増え、県内産業の水準が[

向上する t 
No 3地域活動や行事が活発になり、地域 卜.
の連携や交渉が深まる ト

NO. 4 美 しい自然に固ま れた快適な生活環 ト ;.:-:-:.;. ;.;.;. :~

境が実現する i ペベベ-:':-E
NO.5自由時聞が増え、スポーツ ・レクリ l
エーションが活発になる l 

NO.6高齢者や心身障害者等に対する福祉[

や街づくりが進展する f 
NO.7生涯を通じ て教養を高める ことがで ρ
きる に-

NO.IO医療 ・福祉のための負担が大きくな【1_.......... . 
る f

人
I

同
は
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
、

て
志
識
調
宜
を
行
い
ま
し
た
。

48 . 811 9 . 7129 . 21 2. 3 

44.7124.4128.912.0 

単位(%)

そ |恩わ |無

ぅ |わか
照 It.1、三
~. I - I 'み

う iいい 主主
ロ

主E主主

わからない思わないそう 思う目項

52.0113.8132.7 

57.4111.8128.9 

50.8121.6126.0 

鑑 主主

わからない

37.3126.6134.4 

33.0134.6130.8 

目I頁

68.6114.4115.3 

No 8便利な高速交通が整備される

NO.9老後生活に不安がある

35.1125.7137.3 

76.416.2115.7 

将来像については、 「便利な高速交通の整備」や 「高度な情報社会になる」と す

る人が多くなっています。

また、 将来に対する不安では「匿療 ・福祉の負担増」や 「老後生活に不安があ

るJとする人が多く、年令、職業、居住地域に関わらず高い比率を占めています。

4 

19.6138.9140.0 

国際化については、「外国との友好提携の進展」、「イベント など層際交流行事の

増加Jr海外渡航が日常的になる」ことが望ましいとする人が過半を超えています。

一方で、 「貿易摩擦の解消・産業の国際分業化の確立Jや 「外国人の就業の場確

保」については、思わないとする人が多くなっています。

5 



第20回県政世論調査

問
-
科
学
技
術
か
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
変
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

-技術革新

無答

思わないわからない

単位(%)

そ | わ| 無

ぅ|ゎ今、
開いu、 三
.....' I .... I 'cι 
う!、 L、 答

62.718.7126.412.2 

57.1112.3128.1 

1.8 29.3130.1138.8 No.9富山の地場産業が衰弱していく

科学技術d5発展については、六割を超える人が、「エレクト ロニクス・ 新素材に
よる工業分野の変革J.r情報産業の進展」など、新しい技術 ・産業介野の変革発展
を予想しています。 ，

その一方で、「技術革新に件うス トレスの増大J を心配する人も多 くなっていま

す。

51.3111.1135.312.3 

68.215.7123.712.4 

37.6119.0141.212.2 

49.0114.1134.412.5 

43.9115.9137.81 2.4 

2.2 

67.31 7.0123.61 2.1 

そう思う

ー

施
策
の
認
識

50 
_j_ 

No. 1バイオの導入などで農林水産業が変ト

草していく t 
No.2エレク卜 口二クス、新素材な どで工 |・

業升野が変革していく | 

N03f?産業など新産業分野が進展して|;iji:jjJ33;:
No.4新しい技術升野が開拓され産業の・ 1:
引力となる | 

No.5先端企業の研究機関などの県内立地1.....・....・.・.・.・:-~
が進展していく | 

No.6異なった業種間の交流など産業分野 |・.. 

での情報交換が進む | 

No.7大学と行政と協力した産業の研究開 |・・

発が進展する | 

No.8技術革新にともないストレスが増大 |・・

していく | 

目I頁

県
の
主
要
施
策
の
周
知
状
況
で
は
「
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
」

が
高
率
で
八
年
連
続
第

一
位
を
占
め
、
次
い
で
「
二
千
年
国
体
の

開
催
」
「
県
立
大
学
の
創
設
」
が
大
幅
に
率
を
伸
ば
し
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
し
て

い
ま
す
。

ま
た
ほ
と
ん
ど
の
施
策
の
周
知
率
が
前
回
調
査
に
比
べ
上
昇
し

ま
し
た
。

北陸新幹線建設促進

県立大学の創設

東海道北陸自動車道など
高速道路網の建設促進

総合雪対策事業の推進

ス建設

2 0 0 0年国体の開催

推進

県立中央病院の改築

総合運動公園の建設促進

対策の

テクノポリ

がん

72.1 
(47.6) 

63.0 
(45.0) 

59.7 
(48.2) 

58.1 
(40.7) 

54.8 
(50.9) 

49.1 
(34.7) 

48.1 
(一)

40.3 
(31.4) 

89.6 
(89.7) 

(N =900) 
カッコ内:昨年度調査結果 生涯スポーツプランの推進

グリーンプランの推進

県民ヘルスプランの推進

立山博物館の建設促進

17.3 
(15.1) 

12.6 
( 8.4) 

10.9 
(一)

7.3 
( 4.1) 

2
県
政
へ
の
要
望

県
に
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
は
、
「
物
価
・
消
費
生
活
」

で
昭
和
六
十
年
以
来
久
々
に
一
位
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「
高
齢

化
対
策
」
「
社
会
福
祉
」
「
医
療

・
保
健
衛
生
」
が
ニ
j

四
位
を
占

め、

高
齢
化
社
会
に
Y

か
か
わ
る
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

~ 
Eコ

-
県
政
へ
の
要
望
上
位

5
項
目

(
s
m
i
H
1年
)

-可無

S S S S 平 年度

60 61 62 63 |成 員位員

費消価物

策総ι 雪対 4 雪対策総

3dndE6，ノ，hA コし、、 生物
活価

生 雪対策 2語 イ立活

社
費消価物
齢イ高ヒ
齢高

主回主1 

Zぷ玄』 (齢 2 
イヒ 33 イヒ

福 生
策対 対策 ↓， 対策

位
祉 活

ー，>.!.Lチー. 

幹北陸新線

北物
費消価物

社

校
陸価

f2h9、 4-2r 3 

教 生 福 イ立
=同:b:; 活 ヱ祉

新消
下 社

幹費
社 衛医

整備水道

7:企:;; 必て広』 生療 4 

福 生 福
ご伊乙 保健

位
ネ止 線活 祉

北 みーuテ. 社 下水北 下

陸新幹線

ネ交 」コ三b“ 

道撃備陸新幹線 (2↓守8整備水道

5 

教 福

育 祉

7 



「
雪
ち
ゃ
な
ん
ち
ゆ
い
や
な
も
ん
や
の
お
」
。

か
つ
て
、
大
人
た
ち
は
そ
う
い
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
や
っ
か
い
な
だ
け
の
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
は
雪
合
戦
や
雪

ダ
ル
マ
づ
く
り
な
ど
で
上
手
に
雪
君
と
遊
ん

で
い
ま
す
。
都
会
の
人
た
ち
は
雪
君
と
遊
び

た
い
ば
っ
か
り
に
何
万
円
と
い
う
お
金
を
賭

け
て
移
動
し
ま
す
。
富
山
に
は
、
な
ん
に
も

し
な
く
て
も
こ
ん
な
に
い
い
遊
び
相
手
が
来

る
。

一
緒
に
遊
ば
な
い
な
ん
て
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
?

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
暮
れ
か
ら
県
庁

前
公
園
に
新
し
く
御
目
見
え
し
て
い
る
の
が

「
ス
ノ

l
ア
l
ト
と
や
ま
澗
」

の
企
画
の

一

つ

〈雪
美
の
ひ
ろ
ば
〉。

県
庁
前
公
園
を
雪
の

実
験
劇
場
と
し
て
、

①

「
四
季
」
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
公
園
づ

く
②

「
雪
遊
び
」
の
新
時
代
づ
く
り

③
現
代
の
「
雪
美
の
庭
」
づ
く
り

④
新
し
い
「
雪
国
文
化
」
の
舞
台
。つ
く
り

と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

で
は
、
そ
の
内
容
の
ご
紹
介
。

と
や
ま
ス
ノ
l
ア
ー
ト

A
一
雪
の
シ
ン
ボ
ル
造
形

県
庁
前
公
園
の
噴
水
池
を
利
用
し
て
雪
の

美
し
さ
を
楽
し
め
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
の
三
角
柱
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
六
つ
、

円
形
に
配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
形
に
く

り
抜
か
れ
て
お
り
、
積
雪
が
多
様
な
造
形
を

演
出
し
て
い
ま
す
。
環
境
造
形
作
家
で
あ
り

県
立
近
代
美
術
館
前
オ
ブ
ジ
ェ
の
作
者
で
も

あ
る
伊
藤
隆
道
氏
の
作
品
で
す
。

B
一スノ
l
ア
l
ト
展

華
道
家
の
岡
崎
星
秀
氏
や
洋
画
家
の
野
上

祇
麿
氏
ら
十

一
人
が
製
作
し
た
独
創
的
な
ス

ノ
l
ア
ー
ト
十
二
点
が
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

期
間
は
三
月
中
旬
ま
で
。

V
っ
ち
富
山
に
遊
ひ
に
来
T
V
た
雪
君
。

ーや
れ
、
ゃ
っ
か

ν者
だ
』
「
V
た
ず
ら
者
Mm
』

に
煙
た
が
ら
れ
T
V
ま
し
た
。
こ
め
ま
ま
じ
ゃ

雪
君
と
也
つ
と
い

νν
お
っ
帯
、

a
vが
マ
キ
、
怒
V

W
H
。
V

勾こ

T
、
富
山
め
大
人
た
ち
ゅ
考
え
ま
し

3
だ
け
T
hゆ
く
、
利
用
し
た
り
、
也
っ
と
親
し

つ
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

ν
々
う
し
た
考
え
め

練
内巧
れ
た
計
画
が
総
合
雪
対
策
実
施
計
画
。
大
人
た

雷
君
が
い
ν
つ
遊
び
に
来
T
ち
V
V
よ
う
に
準
備
を
し
T

τじ
ま
し
た
。
が
、

V
か
ん
せ
ん
、
こ
こ
数
年
除
、

a

h
v

に
く
め
暖
冬
つ
づ
手
。
せ
っ
か
く
、
雪
君
と
め
遊
び
方
を

考
え
た
め
に
。
と
、
ホ
ヴ
と
し
た
や
ら
、
今
、
み
し
い
ν
や
ら
、

合
、
富
山
県
民
除
、
毎
年
遊
ひ
に
来
3
親
戚
め
子
"
と
ち
が
遊

じ
に
来
得
V
ょ
う
恕
複
雑
怒
気
持
ち
に
怒
っ

T
ν
3ん
マ
協

¥恕

ν
Tし
よ
う
か
。

町御
点

8 

c一
雪
見
環
境
の
整
備

地
下
水
温
を
利
用
し
た
無
散
水
消
雪
路
を

導
入
し
た
他
、
夜
は
作
品
や
雪
の
か
ぶ

っ
た

樹
木
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
す
る
な
ど
雪
と
光
の

演
出
効
果
が
見
も
の
で
す
。

⑨
 

と
い
う
具
合
。
新
し
い
富
山
の
冬
の
劇
場
、

ま
だ
見
て
い
な
い
人
は

一
度
は
見
に
、
も
う

見
た
人
は
、
刻
々
変
わ
る
オ
ブ
ジ
ェ
の
造
形

美
を
再
度
見
に
。
富
山
が
遊
ぴ
に
真
剣
に
取

組
み
始
め
た
と
も

っ
ぱ
ら
の
う
わ
さ
で
す
。

9 



「
遊
ぶ
と
暮
ら
す
は
別
も
の
。
雪
の
中
の
生

活
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
面
倒
で
な
あ
U

と
い

う
お
父
さ
ん
。
雪
は
、
一
緒
に
暮
ら
す
と
ち

ょ
っ
と
手
聞
が
か
か
る
二
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ぶ
ん
、
お
い
し
い
水
に
、

山
海
の
幸
、
豊
富
な
電
力
と
多
大
な
恩
返
し

を
し
て
く
れ
ま
す
。

総
合
雪
対
策
条
例
と
総
合
雪
対
策
基
本
計

画
は
そ
う
し
た
雪
と
よ
り
よ
い
関
係
を
作
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
以
下
、
雪
対
策
の
進

み
具
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
ゐ
な
の
ま
ち
は

み
ゐ
な
で
除
雪

96.5 

290.3 

63.0 

221.0 

101.8 

97.0 

170.0 

2.168.0 

雪対策のすすみぐあい(主な指標)

62.5 

326.9 

2.167.5 

60.6 

2.160.4 

雪
と
と
も
に
暮
ら
す
冬
の
生
活
を
住
み
よ

く
す
る
た
め
に
は
県
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
除
排
雪
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

fa--
一
除
排
雪
に
支
障
と
な
る

路
上
の
駐
・
停
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

路
上
の
駐

・
停
車
は
除
雪
作
業
を
遅
ら
…

せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
の
大
き
な
陣
い

害
に
も
な
り
ま
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。
一

…
ι道
路
に
雪
を
投
げ
出
さ
な
い
よ
う
に

し

ま

し

ょ

う

。

…

交
通
の
支
障
と
な
る
他
、
ス
リ

ッ
プ
事
…

故
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

…1
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。
…

特
に
、
歩
道
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
…

近
く
に
雪
捨
て
場
が
な
い
場
合
は
、
市
一

町
村
役
場
や
県
土
木
事
務
所
に
ご
相
談
下
…

さ
い
。

い

…
ι地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
町
内
会
な
ど
で

一
斉
に
雪
お
ろ
い

し
を
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
町
…

村
役
場
や
最
寄
り
の
県
上
木
事
務
所
へ
ご
…

連
絡
下
さ
い
。

…1
流
雪
備
や
水
路
等
へ
の
投
雪
は

十
分
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

無
秩
序
な
投
雪
に
よ
り
水
が
あ
ふ
れ
、

…

床
下
浸
水
を
ひ
き
お
こ
す
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
一

が
毎
年
多
発
し
て
い
ま
す
。
順
番
を
決
め
い

る
な
ど
計
画
的
な
投
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
…

…
ιス
ノ
l
タ
イ
ヤ
へ
の
履
き
替
え
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
除
雪
計
画

420 

今
冬
の
除
雪
は
、
県
管
理
道
路
の
九
十
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
ニ
千
百
六
十
七
・

五
キ
ロ
を
対
象
に
し
、
次
の
四
つ
を
重
点
に

進
め
て
い
ま
す
。

ー
一
歩
道
除
雪
の
推
進

通
園

・
通
学
路
や
歩
行
者
の
多

い
駅
、

主

要
な
バ

ス
停
な
ど

の
歩
道
を
重
点
に
、
昨
年

よ
り
三
十
六

・
六
キ
ロ
増
や
し、

三
百
二
十

六

・
九
キ
ロ

の
除
雪
を
し
ま
す
。
ま
た
、
除

雪
回
数
も
増
や
し
、
レ

ベ
ル
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

2
一
交
差
点
除
排
雪
の
強
化

別
動
隊
を
編
成
し
、

去
年
よ
り
も
十
二
箇

所
多
い、

二
百
八
箇
所
の
主
要
交
差
点
を
重

点
的
に
除
排
雪
し
ま
す
。

3
一
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
活
動
の

;
一
盆
化

昨
年
よ
り
七
箇
所
多
い

、
二
十
箇
所
で
み

な
さ
ん
と
県

・
市
町
村
が

一
体
と
な

っ
た

一

斉
除
排
雪
を
行

い
ま
す
。

ー
一
ブ
ロ
ッ
ク
別
一

括
委
託

4

一
方
式
に
よ
る
除
雪

地
域
(
ブ
ロ

ッ
ク
)

の
除
雪
業
者
で
企
業

体
を
作
り
、
ブ
ロ

ッ
ク
内
の
道
路
除
雪
を

一

括
し
て
委
託
し
ま
す
。
今
冬
は
、
昨
年
の
倍

の
十
六
箇
所
で
効
率
的
な
除
雪
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

5
一
除
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

除
雪
業
務
の
効
率
化
を
図
る
除
雪
情
報
シ

ス
テ
ム
を
県
内
の
全
土
木
事
務
所
に
整
備
し

ま
す
。
(
こ
れ
は
降
積
雪
、
除
雪
等
の
情
報
を

自
動
収
集
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
除
雪
委
託

業
者
へ
の
除
雪
指
示
、
作
業
報
告
等
を
パ
ソ

コ
ン
で
行
う
も
の
で
す
。)
ま
た
、
県
内
八
箇

所
の
雪
量
観
測
点
に
自
動
積
雪
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
雪
害
に
備
え
ま
す
。

こ
の
他
、
除
雪
機
械
で
は
、
県
保
有
分

の

も
の
を
二
十
三
台
増
や
し
て
二
百
四
十
三
台

に
し
た
ほ
か
、
民
間
か
ら
常
時
三
百
十
六
台

を
借
り
上
げ
、

豪
雪
時
に
は
、
さ
ら
に
七
百

十
八
台
を
確
保
す
る
な
ど
、
最
大
千
二
百
七

十
七
台
が
出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す。

424 ，373 

入善町上野字八幡11473
ft0765 (72) 1 1 33 

高岡市赤祖父211
合0766(21) 841 1 

魚津市新宿10の7
ft0765 (24) 531 1 

立山町前沢2359の5
岱0764(63) 1 1 01 

富山市舟橋北町lの11
ft0764 (41) 2551 

黒部市、入善町、朝日町、

宗奈月町

魚津市、滑川市

富山市の常願寺川以東、

舟橋村、立山町、上市町

上記以外の富山市、

婦中町、山田村、八尾町、

大沢野町、細入村、大山町

高岡市、新湊市、砺波市、

大門町、小杉町、大島町、

下村

入善土木

事務所

魚津土木

事務所

立山土木

事務所

富山土木

事務所

高岡土木

事務所

氷見市朝日li9の24
位。766(74) 0848 氷見市

氷見土木

事務所

10 

議

小矢部市今石動町2の13の1
包0766(67) 0262 

福野土木

事務所

福野町寺家330
包0763(22) 3524 

11 

小矢部市、福岡町

城端町、平村、上平村、

利賀村、圧川町、井波町、

井口村、福野町、福光町

小矢部土木

事務所





匹輔副調

立
山
山
麓
ス
キ
i
場
の
最
新
イ
ベ
ン
ト
情
報

V
二
月
十
七
日
い
き
い
き
富
山
自
作
ソ
リ
競
技
大
会

V
二
月
十
七
・
十
八
日
切
ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

V
三
月
二
十
五
日
立
山
山
麓
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ラ
ロ

i
ム
大
会

企
業
局
は
、
発
電

・
水
道
・
工
業
用
水
事
業
の
ほ
か
、

ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
・
県
営
駐
車
場
の
経
営
を
通
じ
て
、

棉

県
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

企業局

魅
力
あ
、
中
ぃ
m'ょっ、
d

ド、

h-a
，a司、、，
F

、、ァ
T

，J

づ
え
守
!
場
ヘ

レ
ポ
ー
タ
ー

一
水
島
恵
子
さ

ん

(
高
岡
市
)

う
に
な
っ
た
ほ
か
、
駐
車
場
も
二
五

O
台
増
え
、

一、五

0
0

台
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
島
・
二
の
冬
、
ス
キ

l
場
で
は
ど
ん
な
催
し
物
が
あ
り
ま

す
か
。

|

|
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
十
一

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
続
い
て
、

づ
、d
ド
ろ
え
奇
!
場
。わ

C
ヴ
タ
に
変
身
/

水
島
・
ス
キ
l
場
の
設
備
が
大
幅
に
改
造
さ
れ
た
そ
う
で
す

ね
。
|

|
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
で
は
、
上
級
者
か
ら
初
心
者

ま
で
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
急
傾

斜
で
狭
か

っ
た
中
間
部
の
斜
面
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
初

級
コ
l
ス
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ
も
大
き
く
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に

ぺ
ア
リ
フ
ト
を

二
本
設
置
し
、
輸
送
力
を
四
倍

に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

力 l ナ
的トイ
なノレタ
スに l
キ延コ
l 長 l
カずしス
楽てを
し、七

め夜五
るも O
よ魅メ

月
の
「
オ

l
プ
ニ

こ
の

二
月
十
七
・
十

八
日
に
は
、
「
ゴ
ン
ド
ラ
雪

の
祭
典」

を
企
画
し
て
い

ゆ
ま
す
。
ゴ
ン
ド
ラ

・
極
楽

相

坂

・
あ
わ
す
の
ス
キ
l
場

仇

が
合
同
で
開
催
し
た
「
オ

か

l
プ
一
一
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
イ

ト

パ
ル
」
で
は
、
佐
々
成
政

吋

の
武
者
行
列
や
山
項
か
ら

都

の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
、

山
必
山立企

J治

グ
サ
l
J
d
、ン
l
k
久、
d
t

大
活
躍
a
λ
奇
!
場

水
島
・
雪
の
な
い
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ス
キ

l
場
で
は
ど
の
よ
う
な
催
し
物
が
あ
り
ま
す
か
。

|

|
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
に
は
「
グ

リ
ー
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
、
夏
休
み
中
の
「
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
マ

l
」
や
秋
の

「ブ
ラ
ボ

l

秋
風
プ
ラ
ザ
」
等
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
応
じ
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
家
族
で
山
麓
の
自
然
を

楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ

l
ク
や
、
今
と
て
も

人
気
の
あ
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
遊
覧
な
ど
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

県
営
駐
車
場
F

ご
利
用
下

7
U

水
島
・
県
営
の
駐
車
場
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
。

|

|
富
山
市
と
高
岡
市
の

J
R
駅
斗間
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

一
七
O
台
駐
車
で
き
ま
す
。
富
山
は

近
く
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
方
の
利
用
が
多
く
、

高
岡
で
は
、
駅
前
で
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
さ
れ
る

方
の
利
用
が
多
い
の
で
す
。

一
年
間
に
約
十
五

万
八
千
台
の
車
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

水
島
・
便
利
な
駐
車
場
を
も
っ
と
利
用
し
た
い

縫
い
ぐ

る
み
ス

'89ゴンドラ雪の祭典

14 

達
と
の

日
ン
ヤ
ン

ケ
ン
大

会
な
ど

が
行
わ

れ
、
大

勢
の
人

で
に
ぎ

しわ
fこし、
。 ま

今
度
の

「
ゴ
ン

ド
ラ
の
祭
典」

で
は
、

雪
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
や
ス
キ

l
学
校
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
壮
大
な
た
い
ま
つ
滑
走
が
楽
し
め
る

他
、
前
夜
祭
で
は
、
デ
ィ
ス

コ
や
生
バ
ン
ド
演
奏
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

...県営高岡駐車場

メ矛 411a営.英11以1It.]事 ~ 

15 

で
す
ね
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
キ

l
場

の
設
備
が
良
く
な
っ
て
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

る
と
い
い
で
す
ね
。



ふるさと
みてある

り
、
品
種
改
良
や
産
地
視
察
を
行

っ
て
い
る
。
会
長
の

伊
藤
徳
仁
さ
ん
は
、

年
約
九
十
万
球
を
出
荷
す
る
球
根

農
家
。「二
月
末
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

へ
行
く
ん
で
す
よ
。
寒
い
か

ら
畑
は
見
れ
な
い
け
ど
、
促
成
用
の
切
り
花
の
展
示
を

地
区
ご
と
に
見
て
回
る
ん
で
す
。
砺
波
は
切
り
花
よ
り

球
根
の
方
に
力
を
入
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
オ
ラ

ン
ダ

の
雰
囲
気
を
つ
か
ん
で
く
る
だ
け
で
も
成
果
は
あ
る
で

し
ょ
う
ね
U

今
年
の
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
は
オ
ラ
ン
ダ
視
察
の
他
に
、

四
月
か
ら
始
ま
る
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
へ
の
出
展
準

備
と
い
う
大
き
な
仕
事
が
あ
る
。
「
こ
う
い
う
仕
事
は
こ

の
時
期
し
か
で
き
ん
か
ら
ね
U

と
言
う
よ
う
に
、
四
月

か
ら
十
月
は
、
稲
作
の
作
業
が
重
な
り
休
む
暇
も
な
い
。

川

J
1河
川

叶

.

「や

っ
ぱ
り
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ

Z
M「
「
ノ
匝
軍
司
町
内

J

が
好
き
じ
ゃ
な
い
と
で
き
ん

目
目
〆
も
弔
』
E
7・、
仕
事
や
ね
。

一年
の
手
間
を
か

け
て
花
が
咲
く
の
は
、
た

っ

刻
た

一
週
間
だ
け
だ
も
ん
。
で

酬
も
花
が
咲
い

た
ら
何
と
も
言

日
え
ん
は
ど
う
れ
し
い
し
、
ホ
ツ

鈴
と
す
る
ね
U

と
伊
藤
さ
ん
。

究慨

も
う
し
ば
ら
く
で
チ
ュ

l
リ

滞

ッ
プ
の
季
節
。
色
と
り
ど
り
の

ナ針
じ
ゅ
う
た
ん
は
今
年
も
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

伽

波

巾

砺
波
と
い
え
ば
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
四
月
に
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
一
面
に
広
が
り
、
県
内

外
か
ら
約
四
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
品
種
改
良
も
重
ね
ら

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
球
根
輸
出
量
は
日

本
一
で
、
砺
波
の
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

砺
波
の
球
根
生
産
農
家
は
百
三
十
軒
余
り
。
そ
の
中

の
三
十
i
四
十
代
の
若
手
が
ト
ナ
ミ
球
根
研
究
会
を
作

チュ
l
リ
呪
フ
が
咲
く

砺波市の概要
人 口 36，963人(12月l日現在、県人口統計調査より)
面 積 96. 33kl11' 
広々とした田園風景に農家とそれを包む屋敷林が点在する。

春のチューリ ップフェアのころには色とりどりの花のじゅうた

んが広がる。6月にはしょうぶ、 8月にはカンナ、 9月にはコ
スモスと年間を通して花のイベン卜が楽しめる。

-

代
的
な
施
設
、
そ
の
適
正
な
配
置
す
べ
て
が
山
岸
さ
ん

の
子
に
か
か

っ
て
い
る
。

社
氏
は
、
消
造
の
企
両

・
設
計
、
微
生
物
(
酵
母
)

の
管
理
、

出
術
ま
で

の
貯
蔵
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

仕
事
を
こ
な
し
、
「
社
氏
次
第
で
酒
は
決
ま
る
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
重
要
な
存
在
。
「
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
大
切

な
の
は
水
と
米
。
そ
れ
も
八
卜
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
水

で
決
ま
る
。
そ
の
点
、
こ
こ
は
き
れ
い
で
豊
富
な
庄
川

の
伏
流
水
、
砺
波
平
野
で
と
れ
る
お
い
し
い
米
が
あ
り
、

環
境
は
最
高
で
す
ね
U

山
岸
さ
ん
の
造
る
酒
に
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
、
か

つ
て
全
国
百
軒
以
上
の
酒
蔵
を
回

っ
て
得
た
経
験
が
詰

ま
っ
て
い
る
。

夏
が
楽
し
み
/

寒
い
中
で
の素
麺
づ
く
り

白
く
四
角

い
包
装
紙
に、

古
風
な
デ
ザ
イ
ン
の
印
刷
。

ニ
の
独
特
の
姿
で
知
ら
れ
る
の
は
、
砺
波
市
大
門
の
大

門
素
麺
。
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
期
間
に
ニ
十
二
軒

の
農
家
で、

約
百
万
個
の
素
麺
が
作
ら
れ
る
。

今、

中
島
甚

一
さ
ん
宅
は
毎
日
素
麺
作
り
で
慌
た
だ

し
い
。
「
小
さ
い
時
か
ら
学
校
も
行
か
ん
と
、

素
麺
ば

っ
か
り
作

っ
と

っ
た
ち
ゃ
。
素
麺

作
る
時
期
は
土
曜
も
日
限
も
な
い
ね
。
仕

事
は
朝
三
時
か
ら
始
め
て
夜
十
時
ご
ろ
ま

で
。
若
い
時
は
飲
み
に
行
っ
て
、
寝
ん
と

仕
事
に
か
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
わ
U

そ
れ

で
も
ま
だ
ま
だ
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
よ

う
で
あ
る
。
乾
燥
か
ら
袋
詰
め
ま
で
昔
な

が
ら
の
手
作
業
の
た
め
生
産
量
は
増
え
な

い
が
、
こ
の
子
延
べ
の

昧
は
絶
品
。

袋
詰
め
の
場
で
は
、

近
所
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
集

っ
て
作
業
を
し
て

い
る
。
世
間
話
を
し
な

が
ら
も
、
あ
ざ
や
か
な

手
つ
き
で
見
る
見
る
う

最
高
の
水
・
最
高
の
米
か
ら

つ
く
ら
れ
る

最
高
の
酒

空
気
中
の
雑
菌
が
少
な
く
、
低
温
発
酵
の
で
き
る
冬

は
、
酒
造
り
に
最
適
の
季
節
。
県
内
酒
造
量
の
約
半
分

を
生
産
す
る
酒
ど
こ

ろ
砺
波
は
、
今
、
仕

込
み
の
真
っ
盛
り
。
そ
こ
で
、
杜
氏

の
山
岸
誠
一
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
私
は
新
潟
か
ら
来
て
い
る
ん

で
す
け

y」J
U

、っ
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企本土氏 山岸誠ーさん

に五 こ
な年十
「コ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
最
初
に
来
た

時
は
ま
だ
北
陸
線
が
煙
を
出
し
て
走
る
汽

車
で
ね
、
汽
車
に
乗
る
た
び
に
シ
ャ
ツ
を
着
替
え

て
ま
し
た
よ
。
砺
波
も
ま
だ

一
面
田
ん
ぽ
で
し
た
ね
U

と
昔
を
ふ
り
か
え
る
。
現
在
の
製
造
量
は
山
岸
さ
ん
が

来
た
時
の
十
倍
。
夏
で
も
七
l
八
度
の
温
度
を
保
つ
近4
 

1
1
t
p
 ...酒造タンク

ち
に
詰
め
て
い
く
。
聞
い
て
み
る
と
お
母

さ
ん
た
ち
は
二
十
年
も
働
い
て
い
る
と
の

こ
と
。
ど
う
り
で
う
ま
い
は
ず
。

と
こ
ろ
で
、
包
装
紙
の
表
に
は
必
ず
生

産
者
の
氏
名
が
入

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
名

、

に

前
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
商
品
の
品
質

徳
川
刊
に
責
任
を
持
つ
と
同
時
に
、
生
産
者
の
自

〆m
d
yJ

信
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
o

r対
四
角
い
表
を
見
て
い
る
と
「
ど
つ
や
つ

ま
い
ぞ
。
食
べ
て
み
U

と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
。

寒
風
に
さ
ら
し
て
乾
燥
す
る
大
門
素
麺
。
暑

い
夏
に

冷
た
く
し
て
食
べ
る
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
冬
の
昧
が

す
る
よ
う
で
す
。



昨
年
は
、
石
川
さ
ゆ
り
の
「
風
の
盆
恋
歌
」、

菅
原
洋

一
の

「
風

の
盆
」

な
ど
か
風
の
盆
ブ
ー
ム

¥

特
に
、
「
風
の
盆
恋
歌
」
は
大
晦

日
の

N
H
K
紅
白
歌
合
戦
で
歌
わ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
第
十
回
古

賀
政
男
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
大
ヒ
ッ
ト
。
三
味
線
、
胡
弓
が
醸

し
出
す
も
の
哀
し
い
風
情
を
せ
っ
せ
っ
と
歌
い
上
げ
た
石
川
さ
ん

の
歌
が
、
多
く
の

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
自
身
も
、

昨
年
富
山
県
を
訪
れ
、
八
尾
の
風
の
盆
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、

菅
原
さ
ん
の

「風

の
盆
」
も
昨
年
の
四
、
五
月
N
H
K
の

「
み
ん

な
の
う
た
」
で
放
送
さ
れ
て
以
来
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
大
モ
テ
。
「
レ
コ
ー
ド
は
ど
こ
で
売

っ
て
い
る
の

か
」
、
「
楽
譜
は
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
な
ど
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
」
れ
以
外
に
も
富
山
県
を
舞
台
に
し
た
歌
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
五
十
嵐
セ
イ
の
「
愛
の
レ

l
ル
」、

彩
木
美
来
の

「あ
な
た
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
、
島
崎
昇
の
「墨
気
楼
の
見
え
る
街
」

な
ど
が
そ
れ
。
「愛
の
レ
l
ル
」
「
あ
な
た
に
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
」
は
明

る
い
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
で
砺
波
市
が
舞
台
と
な

っ
て
い
る
歌
。

ま
た
、
「
霊
気
楼
の
見
え
る
街
」
は
も
ち
ろ
ん
魚
津
市
が
舞
台
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
ご
当
地
ソ
ン
グ
と
し
て
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
県
内
で

一
番
歌
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
の
は
県
都

富
山
市
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
有
名
な
の
が
美
川
憲

一
の
「桜

木
町
ブ
ル
ー
ス
」
。
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
卜
八
罫
に
し
て
い
る
お
父
さ

ん
も
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
芥
川
賞
作
家
宮
本
輝
原
作
の
「
佳

川
」
を
怠
識
し
た
作
品
も
い
く

つ
か
で
て
い
ま
す
。
牧
村
三
枝
子

の
「笹
川
」
、
伊
藤
敏
博
の
「
笹
川
」
、
芥
崎
康
夫
の
「
笹
川
慕
情
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ

の
他
の
ご
当
地
ソ

ン
グ
で
は
、

山
川
豊
の

「ブ
リ
の

海」

が
有
名
。
漁
師
町
水
見
の
風
情
が
題
名
か
ら
だ
け
で
も
う
か

が
え
る
歌
で
す
。

全
般
的
に
見
る
と
富
山
県
が
舞
台
に
な

っ
て
い
る
歌
は
全
部
で

し
ハ
ト
川
あ
り
、
そ
の
中
で
も
富
山
市
、
高
岡
市
、
八
尾
町
が
飛
び

抜
け
て
多
く
、
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
御
三
家
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
秋
は
世
に

つ
れ
世
は
歌
に

つ
れ
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う

に
欣
の
影
響
力
は
大
き
い
も
の
。
昨
年
の

「
風
の
盆
恋
歌
」
の
よ

う
な
ヒ

ッ
ト
曲
が
出
て
き
て
、
見
知
ら
ぬ
上
地
で
故
郷
の
歌
を
耳

に
す
る
、
そ
ん
な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
山
て
く
る
と
楽
し

い
で
す
ね
。
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間

三橋美智也

清水秀秋

島 輝雄

八木山合奏団

杉田富夫

八木山合奏団

関おひろ

祭 小春

開国政則

上原 泉

北森桂助

美川憲一

杉田 冨夫

伊藤敏博

谷崎康夫

杉田富夫

村井 J京子

馬場小夜子

牧村三枝子

アラレ&クリアンサ

三浦 寛

MIX BAND 

司平

伊藤敏博

梅原司平

岡田みつこ

今 陽子

B U Z Z 

北原ミレイ

沢ゆかり

菅原洋一

石川さゆり

梅原司平

十朱幸代

寺井一通

三田純子(宇奈月出身)

梅原司平

間瀬義治

都はるみ

舟木一夫

越中音頭

雪割り酒

富山恋歌

雪割り酒

夢よはばたけ

富山の薬売り

富山節

男立山

いきいき音頭一富山の四季~

越中懐古

とやまの夜

桜木町ブルース

浜黒崎情話

笹川

笹川慕情

ボンボリ川

神通川

ラブ・ナイ卜・とやま

笹川

光の街のサンパ

磯部通り

富山湾線

峠茶屋

万葉

万葉情歌

金屋町

夜の高岡

高岡讃歌

金のなる木

昼下りの化粧

恋路

越中の女

“高岡"恋のナイトガーデン

涙が水であることを

富山全般

山富

フ
一
ン
一

頭

二

音

歌

波

ユ

一

か

守

情

一砺

ル

チ

一

い

緒
一代

子

旅

一い

一

に

一頭

る

情
一四

の

川

一ら

レ
た
一音

頭

た

川
一部

部

部

一す

の

な

一市

音

ほ

滑
一黒

黒

黒

一さ

愛

あ

一上

剣

部

尾

波

波

i
 
l
 

-
-
z
J
 

平

高

滑

八

井

黒



県からのお知らせ

「夢

よ
る
応
募
も
可
能
ぷ

延

〈
発

表

》

八
月
に
、
「
夢
ロ
ー
ド
引
」
委
員
会
の
審

査
を
経
て
入
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
受

賞
者
に

は
直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、
表
彰
及
び

発
表
を
行
い
ま
す
。

《
賞
V

V
建
設
大
臣
賞
(
一
点
)
賞
状
・副
賞
百
万
円

V
優
秀
賞
(
四
点
)
賞
状
・副
賞
五
十
万
円

V
佳

作
(+
点
)
賞
状
・副
賞
十
万
円

こ
の
他
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
二

百

名
の
方
に
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド

(三
千
円
相

当
)
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
》

・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
作
品
を
添
付
じ
て
ご
送
付
く
だ
え
い
0

・
ひ
と
り
何
点
で
も

ご
応
募
で
き
ま
す
。

-
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

《
締

切

》

五
月
十
日
(木
)

《
提
出
先
》
干
仰
富
山
市
新
総
曲
輪
|
|

7

富
山
県
庁
「
夢

口

!
ド
引
」
事
務
局

震
と
文
佑
に
関
す
る
音
轟

※ ・・ の大楽
干問締応意切し環
930いめ募見にむ境
閣 官 合 切方を しよ庁
吊 法 募なうで
庁山せ 品 主いなは
環市、 京 、

面

霊草壁ET六三円五
備 曲 三?で c V ホしい
認論先 X552芸章
一、半 日手 。動」、主:

守 主紙 」話通
喜 C できET

環こ
境れ
をを

?'マ《句、

ヨ鍔TJJ

ー-ig--，運動

一
一_--
.-.. 

一

自
動
車
の
登
録
手
続
は
お
早
め
に

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た

汁

場
合
は
、
お
早
め
に
富
山
陸
運
支
局
(
富
山
市

新
庄
町
馬
場
)
で
登
録
手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。

登
録
手
続
を
業
者
等
に
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、

手
続
の
完
了
に
つ
い
て
必
ず
確
認
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
登
録
手
続
を
行
わ
ず
に
放
置
し
て
お

く
と
、
自
動
車
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に
、
い

つ
ま
で
も
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

内
部
障
害
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

20 

平
成
二
年
二
月
一
日
よ
り
新
た
に
、
内
部
障

害
(
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
、
つ
こ
う
又

は
直
腸
、
小
腸
機
能
障
害
)
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、

J

R
及
び

航
空
会
社
の
旅
客
運
賃
割
引
制
度
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の

「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
欄
」

の
書
き
換
え
が
必
要
で
す
の
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
の
う
え
、
各
市
町
村
で
書
き
換
え

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
各
市
町
村

の
身
体
障
害
者

福
祉
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

積雪期、LPガスには気4をつ
け
ま
し
ょ
フ
ノ

L

P
ガ
ス
の
事
故
は
、
毎
年
積

雪
期
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

積
雪
期
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
L

P
ガ
ス
を
使
用
し
て
く
だ
さ

t
u
 

。
ボ
ン

ベ
や
メ
ー
タ
ー
等
の
ガ
ス

設
備
に
屋
根
雪
が
落
下
し
な
い
よ

う
、
雪
お
ろ
し
を
し
て
下
さ
い
。

@
ガ
ス
設
備
が
雪
に
埋
も
れ
る
と
、

雪
の
し
ま
り
で
配
管
等
が
一
}
わ
れ
、

ガ
ス
漏
れ
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ガ
ス
設
備
周
辺
の
除
雪
を

行
っ

て
下
さ
い
。

@
万
一
、
ガ
ス
の
臭
い
が
し
た
り
、

ガ
ス

漏
れ
警
報
器
が
鳴

っ
た
り
し

た
時
は
、
元
栓
や
ボ
ン
ベ
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
近
く
の
火
気
を
消
す

と
と
も
に
、
換
気
を
行
い
、
ガ
ス

販
売
庖
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

消雪用地下水の節水に、ご協力を.ノ

冬
期
間
は
消
雪
装
置
が
一

斉
に

稼
動
す
る
た
め
、

地
下
水
位
が
大

幅
に
低
下
し
、
家
庭
用
の
井
戸
に

支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

降
雪
期
を
迎
え
、
晴
天
時
の
散

水
や
過
剰
な
散
水
を
行
わ
な
い
よ

う
地
下
水
の
節
水
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
道
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

ヲ

未
来
の
道
へ
の
夢
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

見

道
を
こ
ん
な
ふ
う
に
利
用
・
活
用
し
た
い
。

場

彰

こ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
道
が
ほ
し
い
と
い
っ
た

ag

・

幻
世
紀
の
道
に
対
す
る
あ
な
た
の
自
由
な
発
想
忍

「
論
文
」
「
絵
・
イ
ラ
ス
ト
」
に
し
て

で

じ

ど
し
ど
し
ご
応
募
下
さ
い
。

-
「
論
文
」
で
応
募
す
る
場
合

①
B

4
サ
イ
ズ
の
原
稿
用
紙
を
使
用
。

②
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト
、

図
表
を
添
付
す
る
こ
と
も
可

-

「
絵
、
イ
ラ
ス

ト
」
で
応
募
す
る
場
合

①
B
2
、
ま
た
は

B
3
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
使
用
。

②
描
き
方
も
水
彩
ヘ
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
自
由
。

③
原
稿
用
紙

(
B
4
サ
イ
ズ
)

一
枚
程
度
の

簡
単
な
説
明
を
添
付
。

《
応
募
資
格
》

年
齢
、
性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
ど

な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に

21 

帥
『

内

・

叫

岬

-a 

も:
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. 争、も
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※
一
月
号
五

ペ
ー
ジ
掲
載
「
商
人
道
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
富
山
西
武
企
画
販
売
課
長
、

須
原
芳
寛
氏
の
顔
写
真
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



黒からのお知らせ

目白
貴
い
き
い
き
富
山
自
作
ソ
リ
競
技
大
会
児
一
∞

i

肯
コ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典
前
夜
祭
同
一

m
w
i

大
フ
ァ
イ
ヤ
l
ス
ト
ー
ム

た
い
ま
つ
滑
降

花

火

雪
上
デ
ィ
ス
コ
大
会

な
ど

貴
コ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

9
一切

i

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
雪
上
運
動
会

ゴ
ン

ド
ラ
雪
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト

田
村
英
里
子
ス
テ
ー
ジ

な

ど

※
詳
し
く
は
、
県
企
業
局
総
務
課
へ

(
包

0
7
6
4
・
引
・

6
1
6
6
)

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

富
山
、
高
岡
、
新
湊
及
び
太
閤
山
の
各
団

地
で
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
問
い

合
わ
せ
は
、

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

へ
。

(8
0
7
6
4
・
認

・
5
1
3
2
)

申
込
受
付
期
間

二
月
十
五
日
(
木

)
i
二
十
八
日
(
水
)

平

日

九

時

i
十
六
時

土

曜

九

時

i
正
午

た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
第
四
土
曜
日
は
休

み
で
す
。

立
山
風
土
記
の
丘
資
料
館

の
休
館
の
お
知
ら
せ

の期す 目
秋問 。資自
ま・ wヰ目品 目 園

で 平 館目
。成 の目
ニ 改目
年 修目
ニニ エ・
月 事目
ー四 σ. 
臼 た目
( め目
木 目
)休E
i 館目
三三 し目
年 ま目

⑨
な
お
、
こ
の
期
間
中
は
、
母
子
世
帯
、
老

人
世
帯
、
心
身
障
害
者
世
帯
が
優
先
的
に
入

居
で
き
る
住
居
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

いきいき富山冬の旅観光キャンペーン

(-3月15日)
とやま21世紀水ビジョン策定委員会

第41回愛の年末児童大会

立山山麓スキー場オープニングフェスティパル

12月15日

12月17日

県営ゴンドラスキー場整備事業完成式
，11' 輝 v 四帥 勤 皇罫描郡

県
民
カ
レ
ッ
ジ

特
別
公
開
講
演
会

日
時

三
月
十
日
(
土
)
十
四
時
j
十
六
時

場
所
県
教
育
文
化
会
館

演
題

「生
活
文
化
と
衣
生
活
」

講

師

矢

部

章
彦
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授

※
受
講
料
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
へ

(2
0
7
6
4
・
引

・
8
6
3
5
)

県
在
住
及
び
関
わ
り
の
深
い
作
家
の
最
新
作
約
九

十
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

期
間

二
月
三
日
(
土
)
l
三
月
四
日
(
日
)

九
時
三
十
介
j
十
六
時
三
十
分

場
所

富
山
市
西
中
野
富
山
県
立
近
代
美
術
館

入
場
料

一
般
六
百
二
十
円
、
高
大
生
四
百
十
円
、

小
中
生
二
百
六
十
円
(
消
費
税
込
み
)
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聞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
工
教
室

一回
日
曜
大
工
教
室

色
紙
た
て
の
製
作

一木
製
お
り
た
た
み
腰
掛
け
の

(
た
て
ま
×
よ
こ
器
二

製
作

(
幅
詰
×
奥
行
辺
?
?
お
m
)

一一
月
九
日
(
金
)

一
日
時

二
月
二
十
一
日
(
水
)
九
時

i
十
二
時

十
三
時

三
十
分
i
十
六
時
三
十
分

一
料
金
千
三
百
円
(
消
費
税
込
み
)

八
百
五
十
円
(
消
費
税
込
み
)

V
場
所
は
と
も
に
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
と
や
ま
(
小
杉
町
黒
河
)。

詳
し
く
は
、

0
7
6
6
・
m
・
1
5
7
0
へ
。

日
日寺

料
金

平成2年3月街頭献血日程
日曜 場 所 時 間

3 土 高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

4 日 小杉町r/ ¥'スコ」シヨ‘ンピンクーセンター前 10 : 00 -15 : 30 

5 月 井波町保健センター前 10 : 00 -15 : 30 

10 
高岡市「ジャスコ」高岡庖前 10 : 00 -15 : 30 

土
富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

11 日 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 I 

12 
上市町役場前 9:30-12:00 

月
上市駅前 13 : 00 -1 5 : 30 I 

16 金 小矢部市役所前 10 : 00 -15 : 30 

17 
砺波市「となみプラザ」前 10 : 00 -1 5 : 30 

土
魚津市「サンプラザ」前 10 : 00 -1 5 : 30 

18 日 富山市中央通り 10 : 00 -1 6 : 00 

19 月 入善町役場前 10 : 00 -15 : 30 

25 日 高岡駅前 10 : 00 -1 5 : 30 

26 月 福光町福祉会館前 10 : 00 -1 5 : 30 

31 土
高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 
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青少年保護育成審議会

中核農業土・青年農業士等の集い

北陸新幹線建設促進総決起大会

ジャパンエキスポ認定書の交付

県立大学設置認可書の交付

わたしたちの壁画'90オープニング

(-1月28日)

省エネかるた表彰式

12月22日

12月23日

12月25日

1月9日
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熱
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

es主主調個面画町jlF..
富山県受通事m相談所東別舘T階
宮(0764)31-4竹T内759

・・I~;院溜園E・r:.ヨ・・
家庭問題・悪質商法 ・覚

せい剤など、どんな相談

にも応じます。
ヨニワルイヒトナシ

宮 (0764)42-01 1 0 

-哩IUJ~哩E・E・f~ ~.
高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-41 10 

見マ\'~、下 、.聞、ず?〈fJ7、、.県今〉らのホヴトニ三一λ

闇
y
光
・
降
臨
す
;
建
築

-~l~正副同同町~F.・

消費生活センター

富山市安住町7-1日
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-8233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777 

-・・・・・.g;~・陶....‘'--.F.・・・・・・・・
富山市新総由輪卜7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎肉)
宮 (0766)21-8411附
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
台 (0765)24-5311附
砺j皮南幸町卜7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151附

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

副首ム~弘1

談相民県

-北日本、 富山、読売、北陸中日

毎月第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、 毎日

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

EM即日閉山

刷9:30-9:35

.FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

昭
和
五
十
七
年

設
計

・
磯
崎

-北日本放送毎週日曜自
「こんにちは富山県で、す」

2/4新たなスポーツへの取り組み
2/11富山の美術 ~県立近代美術館~
2/18心豊かな子供たちを ~童話と絵本~
2/25素敵な企画がたくさん
イベントシナリオコンペ

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rllO万人のひろばークイズ/フォー力ス・インJ

AM8:00-8 :30 

新

正
確
に
は
こ
の
作
品
は
、
演
出
家
・
鈴
木

忠
志
と
建
築
家

・
磯
崎
新
の
共
同
作
品
で
あ

る
。
何
故
な
ら
鈴
木
の
演
劇
哲
学
が
先
ず
在

り
、
そ
れ
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
に
建
築
空
間
化

し
た
作
品
だ
か
ら
で
あ
る
。
鈴
木
は
こ
こ
に

彼
の
演
劇
の
原
点
を
建
築
化
し
た
。

「
演
ず
る
と
は
身
体
の
動
き
、
所
作
で
総

て
を
表
す
事
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
初
の

形
は
古
典
演
劇
、
即
ち
能
、
ギ
リ
シ
ャ
古
代

演
劇
、
歌
舞
伎
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す

る
の
は
、
俳
優
が
常
に
自
『
分
の
斗
別
に
い
る
聞
、

神
、
仏
、
つ
ま
り
人
聞
を
超
え
た
絶
対
的
な

も
の
に
向
か
っ
て
身
体
の
動
き
で
語
り
か
け

る
こ
と
で
あ
る
。
演
劇
の
所
作
の
原
点
は
俳

優
が
-
}
の
絶
対
者
の
目
を
意
識
し
て
身
体
を

動
か
す
事
で
あ
る
」
と
鈴
木
は
言
う
。

都
市
の
喧
喋
の
な
か
で
絶
対
者
を
感
ず
る

の
は
難
し
い
。
そ
れ
は
深
山
幽
昔
、
人
を
超

え
た
自
然
に
触
れ
得
る
処
が
よ
い
。
す
な
わ

ち
利
賀
村
で
み
る
。

民
い
合
掌
造
の
中
の
舞

台
を
造
り
、
全
体
の
床
を
漆
黒
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
一板
で
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
原

初
の
一閣
を
創
り
だ
す
。

こ
一の
合
掌
造
の
練
習
場
の
聞
に
対
し
て
、

光
に
向
か
っ
て
昇
っ
て
ゆ
く
空
間
が
横
の
塔

屋
で
寄
る
。
こ
の
塔
は
ま
た
、
昔
、
歌
舞
伎

小
屋
に
必
ず
あ
っ
た
神
の
降
臨
す
る
櫓
の
再

二
十
日
に
は
早
勢
美
里
さ
ん
出
演
の

れ
隻
眼

0
・
0

6
」
そ
し
て
、
四
月
か
ら

は
「
濠
々
と
」
と
ド
ラ
マ
づ
い
て
い
る
富

山
県
。
朝
に
夜
に
と
テ
レ
ビ
か
ら
目
が
離

せ
な
い
時
が
続
き
そ
う
で
す
。
雪

の
イ
べ

ン
ト
な
ど
に
出
か
け
る
時
は
忘
れ
な
い
よ

う
ビ
デ
オ
を
セ
ッ

ト
し

て
か
ら
出
か
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ケ
に

コ
ケ

て、

足
に赤
い倉
つの
(;f ス
いキ
あ・ l
F 場
ので 会
土 コム

女
去
年
の
暮
れ
、

産
を
持
ち
帰

っ
た

の
に
、

に
、
も
う
次
の
ゲ
レ
ン
デ
に
夢
を
馳
せ
て

い
ま
す
。
今
度
は
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー

一
向
に
こ
り
ず
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場
に
し
よ
う
か
な
?

(
N
)
 

女
杜
氏
の
山
岸
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、
「
お

酒
は

一
日
五
勺
ぐ
ら
い
か
ね
U

と
の

こ
と
。

五
勺
と
言
え
ば
九
十
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
、

栄

養
ド
リ

ン
ク

一
本
ぐ
ら
い
の
量
し
か
な
い
。

グ
社
氏
に
酒
飲
み
は
い
な
い
。
と
言
う
の

は
、
山
岸
さ
ん
に
よ
れ
ば
本
当
の
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
杜
氏
の
仕
事
は
や
り
が
い
が

あ

っ
て
お
も
し
ろ
そ
う
な
ん
で
す
が
、
「
造

飲
む
か
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、

る
か
、

私
1¥11"は
こ2迷

わ
ず
「
飲
む
」
と
一一
一
斤
う
で
し
ょ
う
。

現
で
あ
る
。

役
者
は
降
臨

し
た
神
に
向

か
い
演
じ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
原
初
の

聞
や
神
に
向

か
っ
て
動
き

演
ず
る
こ
と

で
俳
優
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

さ
れ
る
の
で

あ
る
。
更
に
、
演
技
が
発
表
さ
れ
る
場
と
し
て
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
円
形
劇
場
の
忠
実
な
再
現

で
あ
る
野
外
劇
場
が
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
同
様
に
、
俳
優
は
巨
大
な

自
然
景
観
を
背
景
と
し
、
そ
れ
に
措
抗
す
る

だ
け
の
演
技
力
で
も
っ
て
演
じ
な
け
れ
ば
な

叫
が
い
。
で
な
山
け
れ
叫
湖
杖
は
人
聞
を
超
え

た
自
然
の
な
か
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
櫓
は
こ
の
劇
場
の
櫓
で
も
あ
り
、
完

成
し
た
演
劇
空
間
の
全
体
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

へ
，
ぞ

の
中
心
、
臓
で
あ
る
。

こ
の
演
劇
に
捧
げ
ら
れ
た
空
間
は
、
だ
か
ら

東
京
の
よ
う
な
現
代
日
本
の
表
空
間
に
対
す

る
奥
空
間
、
超
人
間
的
存
在
と
触
れ
つ
つ
門
局
す

る
こ
と
の
出
来
る
現
代
の
デ
ィ
フ
ォ
イ
と
し

て
型
国
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
磯
崎
は
こ
の

鈴
木
の
意
図
主
省
夫
に
、
見
事
に
表
現
し
て
い

る
。
建
築
は
元
々
象
徴
性
が
高
く
哲
学
的
な

造
形
性
を
持
つ
。
現
代
建
築
は
こ
の
性
格
を

失
い
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
を
回
復
し
た
殆
ど
唯

一
の
例
が
富
山
に
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

解

説
/
竺

覚

暁
(
エ
学
博
士
・金
沢
工
業
大
学
級
授
)

写
真
/
風
間
耕
司
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)



笑
顔
の
母
由
は
「
が
ん
検
診
』
。
予
防
の
主
役
は
、
あ
な
た
で
十
九

今
日
は
お
父
怠
九
も

お
密
与
へ
も

ヲ
拘
L 
ぞ
ヲ

何
か
み
つ
恥
'
、
mv

っ
て
聞
い
た
ら
、

伺
と
も
な
守
っ
た
っ
て
。

富山県がん対策推進本部

公入富山県
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